
二
〇
二
二
年
二
月
二
日
、
農
協
の
役

員
室
に
弘
前
の
或
る
老
人
が
来
て
ゴ
ダ

グ
（
語
駄
愚
）
を
語
っ
て
い
る
。
傍
に

坐
わ
っ
て
い
る
の
は
オ
ン
ベ
や
油
売
り

4

4

4

な
ど
。

弘
前
の
老
人
「
あ
ち
こ
ち
巡
っ
て
み
る

と
、
ム
ラ
（
村
）
の
中
に
空
家
（
あ
き

や
）、
空
屋
敷
が
増
え
て
い
る
な
ー
。

漁
村
や
山
村
ば
か
り
で
な
く
、
コ
メ
地

帯
で
も

│
」

油
売
り
「
ア
ド
ツ
ギ
（
相
続
人
）
が
マ

チ
へ
、
月
給
取
り
と
し
て
出
て
し
ま
う

か
ら
か
」

オ
ン
ベ
「
原
因
の
一
つ
は
少
子
化
だ
。

若
い
オ
ナ
ゴ
達
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
る

も
の
だ
よ
。
そ
れ
に
、
娘
達
の
結
婚
が

遅お
そ

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
。
昔
は
30
才

前
に
二
、
三
人
も
っ
て

4

4

4

（
生
ん
で
）
い

た
も
の
だ
」

油
売
り
「
子
供
の
名
前
に
次
郎
、
三

郎
、
五
郎
、
末
子
、
ヤ
ツ
ヱ
な
ど
が
無

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

弘
前
の
人
「
山
村
や
漁
村
の
過か

疎そ

化
が

特
に
目
立
っ
て
い
る
な
ー
」

オ
ン
ベ
「
石
油
が
安
く
輸
入
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
、
木
炭

│
す
み
や
き

4

4

4

4

で

生
活
で
き
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
飼
料

の
輸
入
が
増
え
て
肉
や
タ
マ
ゴ
が
安
く

生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で

魚
の
消
費
が
相
対
的
に
減
っ
て
き
た
…
」

油
売
り
「
米
ど
こ
ろ
で
も
空
家
が
増
え

て
い
る
そ
う
だ
。
昔
は
、
三
町
歩
ぐ
ら

い
作
っ
て
い
る
と
蔵く
ら

が
建
っ
た
。
今
で

は
四
町
歩
ぐ
ら
い
で
も
…
」

オ
ン
ベ
「
お
か
ず

4

4

4

（
副
食
物
）
が
良
く

な
っ
た
の
で
メ
シ
を
多
く
食
わ
な
く

な
っ
た

│
」

弘
前
の
人
「
少
子
化
に
よ
っ
て
自
衛
隊

へ
の
志
願
者
が
減
っ
て
い
る
ら
し
い
。

す
る
と
、
や
が
て
徴ち
ょ
う兵

制
に
な
る
？
」

オ
ン
ベ
「
韓
国
の
場
合
、
統
計
上
で
は

一
人
の
女
性
が
生
む
子
供
の
数
が
〇
・

八
人

│
一
人
未
満
に
な
っ
た
そ
う
だ
」

（
二
〇
二
二
年
二
月
二
十
二
日
記
）
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農
協
役
員
室
で
│
ネ
ズ
ミ
盗
聴
記

元
県
農
協
学
園
長

秋
田
義
信
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